
は し が き

大学生を含めて現代人は対面的言語コミュニケーション（face-

to-face verbal communication）が苦手だと言われます。それは

果たして本当なのでしょうか。そしてもしそうだとすれば，具体

的にどのような言語の使用や不使用が問題になるのでしょう。そ

してその背景にはなにがあるのでしょう。

世の中には会話の上手な人もいれば，そうでない人もいます。

コミュニケ―ションは能弁な人のためだけにあるのでしょうか。

いいえ，そんなはずはありません。人間皆一人一人，その人なり

の良さを持っています。さまざまな人がいることを受け入れ，認

め合うことこそ，コミュニケーションの出発点だと思います。日

本社会は徐々に丁寧化している社会ですが，そこにおいて，今コ

ミュニケ―ションの問題があるとすれば，それは仲間的連帯を築

くための言葉でしょうか，それとも個人の自立を支える言葉で

しょうか。

そのようなテーマについて考えるために，本書は Brown and

Levinson (1987) が提案したポライトネス理論を取り上げます。

ポライトネスの概念と日本語におけるいわゆる丁寧さとの違いを

念頭に置きつつ，特に次の点に注目したいと思います。(1) 積極

的ポライトネスは日本語ではどのように表現されるか。(2) 日本

語の敬語とポライトネスの関係をどう捉えるか。(3) ポライトネ

スと回避的方略の違いはなにか。(4) 話し手による自身のフェイ

ス保持と相手のフェイスへの配慮のバランスはどうなっているの

か。(5) 丁寧化する日本社会と日本語の特徴はなにか。そのよう

な課題の考察を通じて，ポライトネスから見た対人関係的言語使

v
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第1章

言語使用とコンテクスト

タ機能は，コミュニケーションの相互作用など，語用論で言う対

人関係性の概念とかなり異なっていることに気づき，そのことを

指摘します。そのとおりです。Hallidayは言語構造と言語シス

テムの体系性を重視するため，それらに直接関係しないように見

える語用論的特性についてはあまり触れていません。Halliday

の言語理論の中に，直接的に対人関係性を表す用語を探すとすれ

ば，言語使用域（register）と直結する�状況の文脈�（contextof

situation）を規定するための概念の一つである‘tenor’がそれで

す。状況の文脈はeld（活動領域），tenor（役割関係），mode（伝達

様式）によって定義されます。その中でtenorが対人関係性の点

でもっとも分かりやすい概念です。

以上，日本語の終助詞の対人関係性とHallidayの言語理論の

中の対人関係的メタ機能の概念について紹介しましたが，本書で

は対人関係性をもっと広く柔軟に捉えたいと思います。つまり，

言語は本質的に対人関係的だということです。たしかに，

Hallidayの言う表示（representatioin）としての言語は，私たちの

経験的意味の生成と世界認識のありかたに関係します。しかし，

そのような機能が�対人的伝達�という動機なしに生じたり繰り

返されたりすることのほうが考えにくいと言えます。命名行為も

含めて世界認識自体が自己目的ということはないと思われます。

Hallidayの三つ目のメタ機能であるテクスト形成的メタ機能

は，通常一文を超えた意味の複合体としてのテクストをメッセー

ジ（message）としての言語と捉えている点が特徴的です。この

ようなメッセージとしてのテクスト自体，まさに�対人的伝達�

そのものと言えます。そう考えると�対人関係性�という原初的

動機に基づいて，種々の構文の統語構造や伝達機能が生成され進

化してきたのだと言えるでしょう。Halliday自身も，いかに対人

関係的機能が子どもの言語発達において原初的な役割を果たすか

4
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言語は当然対人関係的なものなのに，なぜいまあえて�対人関係

の言語学�なのかと思われるかも知れません。しかし実は，言語

の対人関係的側面の研究は比較的新しくて，1970年代になって

やっと本格的に研究され始めました。それまではずっと言語の研

究は文法構造中心に行われてきました。しかしながら，現実の生

きた言語は，コンテクスト，話し手の意図，聞き手の解釈，当該

発話の言語使用域，制度的概念としてのジャンル，社会文化的適

切性，そして本書のテーマであるポライトネスなどと常に関係し

あっていることが分かってきました。そういうわけで，現代の言

語学は，多くの場合，そのような諸要因を考慮に入れて広い視野

から言語の全体像を把握すべきだという考え方を取るようになっ

てきています。

本書は�デス・マス�体で書きます。大学で講義をする時のス

タイルです。語りかける時の会話的丁寧体なので，本書のトピッ

クにふさわしいと考えました。また，言語学の本の書き手は普通

本文中にあまり顔を出さず，自分への言及を避ける傾向がありま

すが，本書ではできるだけ客観的な記述を心がけながらも，必要

に応じて著者が�筆者�や�私�として対人関係的に自分自身の

態度を表明することもあります。�私�は�筆者�よりも，さらに

私的な思いを伝えたい時に用います。

本書の執筆・出版に当たっては，関西外国語大学教授の澤田

治美先生に一方ならぬお世話になりました。先生は，筆者が

2010年に新潟日報事業社から出したブックレット�人はなぜわ

かり合えるのか 言語学から見たコミュニケーションの仕組 �

を読んで下さって，身に余る激励のお言葉を下さいました。本書

はその 70頁程のブックレットを土台にして，分量，内容ともに

新たに書き下したものです。澤田先生の暖かい励ましのお言葉と

サポートがなければ，本書は日の目を見ることはなかっただろう
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用の本質を探ろうと思います。

本書は，対人関係的言語現象の背後にあるメカニズムを探るこ

とが目的であって，直接，実用的な言葉の使い方のノウハウを提

示しようとするものではありません。そもそも，いつも上手く行

く‘almighty’な言語表現のリストを処方することなどできるわけ

がありません。まず，本書を通じて，言葉の不思議と面白さを多

少なりとも感じていただいて，結果として，言語的コミュニケー

ションに積極的な興味を持っていただき，自分なりのポライトネ

ス表現を磨いていただけるようなことがあれば，それは著者とし

て望外の喜びです。

本書は，第 1章で言語とコンテクスト（context）の関係を取り

上げます。ポライトネス理論の背景となる語用論や機能言語学の

概略について述べます。急いでポライトネス理論を，と思われる

方は，第 1章をスキップして第 2章から読んでいただくことも可

能です。しかし，言語学の基礎や学問的背景に関心のある方は是

非第 1章から読まれることをお勧めします。

第 2章では，辞書的にイコールの関係にある英語のポライトネ

ス（politeness）と日本語の�丁寧さ�が実はかなり異なる概念で

あることについて述べます。第 3章では，日英語の消極的ポライ

トネスについて考察します。消極的ポライトネスが日本語だけの

特徴だという思い込みが完全に間違いであることを明らかにしま

す。第 4章では，日英語の積極的ポライトネスを取り上げ，英語

の積極的ポライトネスと比較しながら日本語における積極的ポラ

イトネスの可能性について論じます。第 5章では，丁寧化する日

本社会をキーワードに，日本語の中のポライトネス現象につい

て，身近な言語表現を取り上げて分析を加えたいと思います。

全体として，言語の対人関係的な側面がいかにダイナミックで

興味深いものであるかを示したいと思います。皆さんの中には，

vi

これらは言語による経験的意味の解釈構築，言い換えれば意味生

成の仕方です。

では，Hallidayの言う対人関係的メタ機能とはなんでしょう

か。例文(1a-c)は，このままだと，一体どこが対人関係的なの

か分かりません。これらの文はこのまま学校英文法の教科書の中

に例文としておさまってしまって，一度も現実に使用されなかっ

たとしてもおかしくありません。しかし，もしいったんこれらの

文が現実に使用されるとなると，たちまち�対人関係的�特性を

帯びてきます。たとえば(1a)を例にとります。

(2)a.Someonebrokethevase.（=(1a)，平叙ムード）

b.Didsomeonebreakthevase?（疑問ムード）

c.Breakthevase.（命令ムード）

d.Let’sbreakthevase.（提案ムード）

Hallidayのムード（mood）概念は，このようにいわゆる�文のタ

イプ�と結び付いています。Hallidayは，英語のムード構造にお

けるムードは�主語+定性操作詞�であり，あとの部分は�残余

部�になると考えています。つまり，ムード構造は［ムード（主語

＋定性操作詞）＋残余部］です。Hallidayにとっての�対人関係

的�とは，異なるムード構造を駆使して節（clause）を�交換�と

して機能させることが基本的出発点となっています。�交換�に

は情報の交換と物や行為の交換の2種があります。平叙ムード

と疑問ムードは前者の交換であり，命令と提案は後者の交換で

す。ムードが持つ発話機能とその派生的発話機能に加えて，すべ

ての種類のモダリティ表現を対人関係的メタ機能を具現する要素

とみなしています。

私はこのような考え方を大学の言語学のゼミや特殊研究で紹介

することがありますが，鋭敏な学生は，Hallidayの対人関係的メ

第1章言語使用とコンテクスト3

1.言語と対人関係性

�対人関係的�（interpersonal）という用語が言語学分野で用い

られるのは，日本語の�よ��ね��よね�のような終助詞を対人

的モダリティ（modality）と呼ぶような場合です。これらの終助

詞を交渉辞（negotiator）と呼んでモダリティと区別する立場も

ありますが（Teruya(2006)），いずれにしても，確かにこれらの終

助詞は，聞き手に対して述べられている言表事態を，情報伝達上，

どのような角度から表現しようとしているのかを明示する機能が

あると言えます。

それとは別に，�対人関係的�という用語が言語学の専門用語と

して用いられているケースは，M.A.K.Halliday（Halliday

(1994)，HallidayandMatthiessen(2004)ほか参照）によって提案さ

れた選択体系機能言語学（SystemicFunctionalLinguistics）で用

いられる�対人関係的メタ機能�と呼ばれる意味機能上の部門で

す。Hallidayは，言語を観念構成的（ideational），対人関係的

（interpersonal），テクスト形成的（textual）の三つのメタ機能か

ら捉えようとします。通常，言語は同時複合的にこれら三つのメ

タ機能に対応する意味と形式を有するものとみなされます。観念

構成的メタ機能は，その中に経験的意味と論理的意味を含みま

す。経験的メタ機能は，私たちの外部世界および内部世界での経

験を言語的に解釈構築するための節の構成型として具現します。

使用される動詞の意味と参与者の意味役割に基づいて節のタイプ

が六つに分けられます。次の例を見てください。

(1)a.Someonebrokethevase.（物質過程）

b.Iseeabrokenvase.（心理過程）

c.Thisisabrokenvase.（関係過程）

2
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言語は当然対人関係的なものなのに，なぜいまあえて�対人関係

の言語学�なのかと思われるかも知れません。しかし実は，言語

の対人関係的側面の研究は比較的新しくて，1970年代になって

やっと本格的に研究され始めました。それまではずっと言語の研

究は文法構造中心に行われてきました。しかしながら，現実の生

きた言語は，コンテクスト，話し手の意図，聞き手の解釈，当該

発話の言語使用域，制度的概念としてのジャンル，社会文化的適

切性，そして本書のテーマであるポライトネスなどと常に関係し

あっていることが分かってきました。そういうわけで，現代の言

語学は，多くの場合，そのような諸要因を考慮に入れて広い視野

から言語の全体像を把握すべきだという考え方を取るようになっ

てきています。

本書は�デス・マス�体で書きます。大学で講義をする時のス

タイルです。語りかける時の会話的丁寧体なので，本書のトピッ

クにふさわしいと考えました。また，言語学の本の書き手は普通

本文中にあまり顔を出さず，自分への言及を避ける傾向がありま

すが，本書ではできるだけ客観的な記述を心がけながらも，必要

に応じて著者が�筆者�や�私�として対人関係的に自分自身の

態度を表明することもあります。�私�は�筆者�よりも，さらに

私的な思いを伝えたい時に用います。

本書の執筆・出版に当たっては，関西外国語大学教授の澤田

治美先生に一方ならぬお世話になりました。先生は，筆者が

2010年に新潟日報事業社から出したブックレット�人はなぜわ

かり合えるのか 言語学から見たコミュニケーションの仕組 �

を読んで下さって，身に余る激励のお言葉を下さいました。本書

はその 70頁程のブックレットを土台にして，分量，内容ともに

新たに書き下したものです。澤田先生の暖かい励ましのお言葉と

サポートがなければ，本書は日の目を見ることはなかっただろう
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用の本質を探ろうと思います。

本書は，対人関係的言語現象の背後にあるメカニズムを探るこ

とが目的であって，直接，実用的な言葉の使い方のノウハウを提

示しようとするものではありません。そもそも，いつも上手く行

く‘almighty’な言語表現のリストを処方することなどできるわけ

がありません。まず，本書を通じて，言葉の不思議と面白さを多

少なりとも感じていただいて，結果として，言語的コミュニケー

ションに積極的な興味を持っていただき，自分なりのポライトネ

ス表現を磨いていただけるようなことがあれば，それは著者とし

て望外の喜びです。

本書は，第 1章で言語とコンテクスト（context）の関係を取り

上げます。ポライトネス理論の背景となる語用論や機能言語学の

概略について述べます。急いでポライトネス理論を，と思われる

方は，第 1章をスキップして第 2章から読んでいただくことも可

能です。しかし，言語学の基礎や学問的背景に関心のある方は是

非第 1章から読まれることをお勧めします。

第 2章では，辞書的にイコールの関係にある英語のポライトネ

ス（politeness）と日本語の�丁寧さ�が実はかなり異なる概念で

あることについて述べます。第 3章では，日英語の消極的ポライ

トネスについて考察します。消極的ポライトネスが日本語だけの

特徴だという思い込みが完全に間違いであることを明らかにしま

す。第 4章では，日英語の積極的ポライトネスを取り上げ，英語

の積極的ポライトネスと比較しながら日本語における積極的ポラ

イトネスの可能性について論じます。第 5章では，丁寧化する日

本社会をキーワードに，日本語の中のポライトネス現象につい

て，身近な言語表現を取り上げて分析を加えたいと思います。

全体として，言語の対人関係的な側面がいかにダイナミックで

興味深いものであるかを示したいと思います。皆さんの中には，

vi

これらは言語による経験的意味の解釈構築，言い換えれば意味生

成の仕方です。

では，Hallidayの言う対人関係的メタ機能とはなんでしょう

か。例文(1a-c)は，このままだと，一体どこが対人関係的なの

か分かりません。これらの文はこのまま学校英文法の教科書の中

に例文としておさまってしまって，一度も現実に使用されなかっ

たとしてもおかしくありません。しかし，もしいったんこれらの

文が現実に使用されるとなると，たちまち�対人関係的�特性を

帯びてきます。たとえば(1a)を例にとります。

(2)a.Someonebrokethevase.（=(1a)，平叙ムード）

b.Didsomeonebreakthevase?（疑問ムード）

c.Breakthevase.（命令ムード）

d.Let’sbreakthevase.（提案ムード）

Hallidayのムード（mood）概念は，このようにいわゆる�文のタ

イプ�と結び付いています。Hallidayは，英語のムード構造にお

けるムードは�主語+定性操作詞�であり，あとの部分は�残余

部�になると考えています。つまり，ムード構造は［ムード（主語

＋定性操作詞）＋残余部］です。Hallidayにとっての�対人関係

的�とは，異なるムード構造を駆使して節（clause）を�交換�と

して機能させることが基本的出発点となっています。�交換�に

は情報の交換と物や行為の交換の2種があります。平叙ムード

と疑問ムードは前者の交換であり，命令と提案は後者の交換で

す。ムードが持つ発話機能とその派生的発話機能に加えて，すべ

ての種類のモダリティ表現を対人関係的メタ機能を具現する要素

とみなしています。

私はこのような考え方を大学の言語学のゼミや特殊研究で紹介

することがありますが，鋭敏な学生は，Hallidayの対人関係的メ

第1章言語使用とコンテクスト3

1.言語と対人関係性

�対人関係的�（interpersonal）という用語が言語学分野で用い

られるのは，日本語の�よ��ね��よね�のような終助詞を対人

的モダリティ（modality）と呼ぶような場合です。これらの終助

詞を交渉辞（negotiator）と呼んでモダリティと区別する立場も

ありますが（Teruya(2006)），いずれにしても，確かにこれらの終

助詞は，聞き手に対して述べられている言表事態を，情報伝達上，

どのような角度から表現しようとしているのかを明示する機能が

あると言えます。

それとは別に，�対人関係的�という用語が言語学の専門用語と

して用いられているケースは，M.A.K.Halliday（Halliday

(1994)，HallidayandMatthiessen(2004)ほか参照）によって提案さ

れた選択体系機能言語学（SystemicFunctionalLinguistics）で用

いられる�対人関係的メタ機能�と呼ばれる意味機能上の部門で

す。Hallidayは，言語を観念構成的（ideational），対人関係的

（interpersonal），テクスト形成的（textual）の三つのメタ機能か

ら捉えようとします。通常，言語は同時複合的にこれら三つのメ

タ機能に対応する意味と形式を有するものとみなされます。観念

構成的メタ機能は，その中に経験的意味と論理的意味を含みま

す。経験的メタ機能は，私たちの外部世界および内部世界での経

験を言語的に解釈構築するための節の構成型として具現します。

使用される動詞の意味と参与者の意味役割に基づいて節のタイプ

が六つに分けられます。次の例を見てください。

(1)a.Someonebrokethevase.（物質過程）

b.Iseeabrokenvase.（心理過程）

c.Thisisabrokenvase.（関係過程）

2
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